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１． まえがき 
聴覚障害者は、視覚障害者と共に「情報障害者」として

学会に参加する上で数多くの制約を受けている。本報告で

は、聴覚障害者が学会に参加していく上での現状について

概観すると共に、「みんなのための学会」を実現していく

ための課題について述べる。 

2 ．聴覚障害者と学会とのかかわりの現状 
 大学あるいは企業に所属する研究者であれば、さまざま

な学会の場において、研究発表を行うとか聴講するとかし

ていくことは、自らの研究を進めていく上で非常に重要で

ある。当然のことではあるが、こうした学会においては

「音声ベース」でのやりとりがメインになる。そのため、

音声ベースでのコミュニケーションに問題をかかえる聴覚

障害者が学会に参加していくには数多くの問題が生じるこ

とになる。 
 聴覚障害者が学会に参加していく上での問題をクリアし

ていくためには、従来は「個人の努力・工夫」によるとこ

ろが大であった。たとえば、 
 
・ 発表の際、座長にあらかじめお願いして質疑応答の際

に筆談してもらう 
・ プレゼンテーションや資料（予稿集、論文集など）な

ど視覚的な手段を十二分に活用する 
・ 手話通訳やノートテイカーの手配を行う 
 
などである。しかし、前述したとおり、学会においては自

らが発表する一方向的なものだけでなく、他の研究を聴講

し時には質疑応答などの討論にも参加していく等双方向的

なかかわりが重要となる。その意味では、手話通訳やノー

トテイカーを配置することが現時点でももっとも有効であ

る。 
 とはいえ、手話通訳やノートテイカー等の手配にあたっ

ても、 
 
・ 学会での情報保障は公的派遣の対象から外れているこ

とが多く、経費負担の問題が生じる 
・ 学会の開催場所が、一般に全国各地にわたっており、

自分の地元以外で情報保障の手配を行おうとするとか

なりの労力を要する 
・ 学会などのような高度な専門的内容に対応できる人材

（手話通訳など）が限られる 
 

などの問題点がある。 
 聴覚障害者で博士号を取得したものが生まれつき・中途

失聴者などすべてあわせても十数名程度程度しかいないの

は、こうした現状と決して無縁ではないだろう。 

 

3．みんなのための学会へ向けて 
 前節で述べた現状の中で、電子情報通信学会・福祉情報

工学研究会がいち早く聴覚障害者も含めたさまざまな障害

者に対して開かれた学会を目指していることは非常に画期

的なことである[1]。こうした試みが一過性のもので終わら

ず広く定着していくためにも、当事者を含めた関係者の継

続的な取り組みが重要である。 
 聴覚障害者の立場から、学会が開かれたものとなるため

の課題はさまざまであるが、ここでは以下の二点をあげて

おく。 
 
(1)高度な専門的内容に対応できること 
手話通訳であれ PC 文字通訳であれ、多種多様にわたる高

度な専門的内容に対応しなくてはならない。特に、さまざ

まな専門用語をどう処理していくかがポイントとなる。こ

うした問題に対処するには、事前の資料提供や打合わせを

十分に行う・専門用語をどう手話化するかについて当事者

と意識あわせする、等が必要となる。 
 
(2)聴覚障害者の様々なニーズに柔軟に対応できること 
聴覚障害者によっては、手話通訳が必要なもの・PC 文字

通訳が必要なもの・双方とも必要なものなど様々であり、

情報保障の手段を複数用意しておくことが望ましい。また、

聴覚障害者にとっては、長時間手話通訳などを集中して見

ることは難しいため、手元で PC 文字通訳のログを参照し

たりできることが望ましい（PC 文字通訳のログの二次利

用については[2]にあるように色々な議論があるため、学会

としての対処方針を考えていく必要もある）。 
また、一般に、学会において情報保障を手配する場合、あ

らかじめ日時を指定することが多い。しかし、特に FIT の

ような大規模な学会では、その時・その場の状況に応じて

あちこちへ移りたいというケースもあり、こうしたニーズ

に柔軟に対応できることも望まれる。 

4．あとがき 
 本報告では、聴覚障害者が学会に参加していく上での現

状の問題点と今後へ向けての課題について述べた。課題の

解決は容易なことではないが、「みんなのための学会」の

実現に向かって少しずつでも進んでいくことを切に望むも

のである。 
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